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森の中で色んな植物と会えるといいな！！

　秋はみのりの秋、森の中ではいろいろな樹木の実が見られます。

美しい紫色の実をつけるムラサキシキブや真っ赤な実をつけるウメモドキや

ヤブコウジなどがあります。ヤブコウジは高さが10～20センチ位の小ささですが

草ではなく立派な木の仲間です。広葉樹の森ではコナラやクヌギのどんぐりも落ちています。

　森の中にはひっそりとミズタマソウ（水玉草）が実をつけています。

１２月上旬にはセラピーコース沿いのイロハモミジが紅葉のトンネルになりとっても綺麗！

散策の足を止め、木の下から葉を透かして空を見上げてみてください。とっても暖かい気持ちになり

ますよ。（県民の森の花や実は貴重な森の植物です。大切にしましょう！）

　森のイベント「親子自然ウォッチング（森で探検）」は毎月開催。千葉県森林インストラクター

会の講師と共に森を散策しながら虫や植物を観察するプログラムを行っています。

　小さいけど木！「ヤブコウジ」 ぬれると水玉のよう「ミズタマソウ」 紅葉シーズンの「イロハモミジ」

実の形がかわいい「フジカンゾウ」 燃えるような紅色の「ガマズミ」 実が熟すと濃紺色に「ホウチャクソウ」

　　　　　　　　　　　　　　　　親子自然ウォッチング　（講師：千葉県森林インストラクター会）
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